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《 主 要 目 》 貨客船 鋼 S鉄 製、日本郵船所属.総 トン数2305トン 長 さ914メー トル、幅110メー トル。主機 2達成汽機 ]基 出 力265公称馬力。
旅各定員上等43大 中 等16人、下寺430人c郵 便汽船三菱会社の発注により1804(明治17)年英クラスゴーのロンドンSク ラスヨー道船
所London S c asgow E Si Sh pbundng cOで 曖工,同 年 3月横浜に回清。翌々月から横浜～上海航路に就航t翌 年日本郵船の設
立にともない新会社に移籍。1897(明 治30)年 台湾直航保 (神戸～門司～基隆)に 就航。1910(明 治43)年 解体
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中甲板後部の客里図 (森田裕―氏提供)
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横
潰
丸
で
行
わ
れ
た
台
湾
引
渡
式

日
清
戦
争
の
下
関
条
約
で
台
湾
は
日
本
領
に
な

つ

た
。
台
湾
人
が
関
与
し
な
い
頭
越
し
の
決
定
で
あ

っ

た
。
彼
ら
は
台
湾
民
ｉ
田
を
朋
立
し
て
抵
抗
し
よ
う

と
し
た
。
義
勇
■
も
組
織
さ
れ
た
。
日
本
年
の
上
性

が
予
想
さ
れ
る
北
部
の
要
港

（基
隆
、
淡
水
）
に
は
、

上
陸
を
阻
止
す
る
台
湾
勢
力
が
終
結
し
た
。

台
湾
州
波
式
は
台
北
で
実
施
す
る
予
定
だ

っ
た

が
、
こ
の
状
況
で
は
雌
し
い
。
や
む
な
く
、
米
降
水

方
の
決
広
沖

（現
　
新
北
市
貫
女
）
の
れ
上
で
行

っ

た
。
日
本
側
全
権
は
海
軍
大
将
で
初
代
台
湾
総
督
の

樺
山
資
紀

（白
洲
正
子
の
祖
父
）、清
同
側
は
李
経
方

（下
閲
条
約
の
清
回
側
全
確
李
鴻
十
の
明
で
養
子
〓

歴
史
的
な
命
と
な

つ
た
船
は
日
本
郵
船
の
「仙
渋
丸
」

で
あ
る
。
引
渡
式
に
は
、
中
甲
板
後
部
の
上
等
食
堂

（ダ
イ
エ
ン
グ
サ
ロ
ン
）
が
使
わ
れ
た
。

前
質
に
中
甲
枚
後
部
の
図
を
掲
げ
た
。
中
央
に
食

性
が
あ
り
、
両
舷
に
客
と
が
並
ん
で
い
る
。
１９
世
紀

中
期
の
汽
船
に
よ
く
兄
ら
れ
る
配
世
で
あ
り
、
束
京

越
中
島
の
重
要
文
化
財

「
明
治
九
」
も
同
じ
配
世
で

あ
る
。
上
甲
板
に
は
談
話
室

（会
談
室
）
と
喫
煙
室

が
あ

っ
た
が
、
引
波
式
を
行
う
に
は
依
い
。

日
本
年
の
台
湾
占
領
は
浪
氏
上
性
で
始
ま

っ
た
。

次

い
で
米
性
を
攻
略
し
台
北
に
入
城
し
た
。
１
８
９

５

（明
治
２８
）
年
６
月
の
こ
と
だ
。
だ
が
、
抵
抗
は

終
わ
ら
な
か

っ
た
。
樺
山
資
紀
、
桂
太
郎
、
乃
木
希

典
と
続
く
革
人
総
督
は
、
台
湾
民
主
田

（同
年
１０
月

崩
理
）
と
そ
の
後
の
ゲ
リ
ラ
と
の
戦
い
に
明
け
米
れ

た
。
１
万
を
超
す
台
湾
人
が
死
ん
だ
。
日
本
年
戦
死

者

・
戦
病
死
者
も
約
５
千
人
に
達
し
た
。

こ
う
し
た
情
勢
か
ら
内
地
と
基
隆
を
結
ぶ
内
台
航

路
は
、
性
年
行
の
命
令
に
よ
る
任
事
輸
送
が
中
心
に

な

つ
た
。
翌
１
８
９
６
年
９
月
、
陸
年
省
は
日
本
郵

船
に
汽
船
３
隻
に
よ
る
週
１
回
の
神
戸
～
基
降
航
路

の
開
設
を
命
じ
た
。
寄
港
地
は
字
品

（軍
港
）、
門
司
、

長
―――奇
ｏ
２
隻
を
草
用
、
１
隻
を
商
業
用
と
し
た
。

い
っ
ぼ
う
大
阪
商
船
も
同
年
５
月
、
台
湾
総
は
府

の
命
令
で
沖
縄
経
由
の
内
台
航
路
を
開
設
し
た
。
だ

が
、
寄
港
地
が
多
く
、
神
戸
か
ら
基
隆
ま
で
９
日
間

を
要
し
た
。
同
社
の
台
湾
直
航
線
の
開
業
は
１
８
９

８

（明
治
３‐
）
午
３
月
で
あ
る

（同
社
５０
年
史
）。

台
湾
直
航
線
の
第
１
船
と
な
る

台
湾
直
航
縦
は
台
湾
給
督
府
の
命
令
で
日
本
郵
船

が
創
設
し
た
。
開
業
は
１
８
９
７

（明
治
３０
）
年
４

月
。
汽
船
１
隻
に
よ
る
月
２
回
の
定
期
で
、
寄
港
地

は
燃
料
炭
を
柿
給
す
る
円
ｉＦＩ
だ
け
。
船
は
引
波
式
に

使
わ
れ
た

「積
演
九
」
で
あ
る
。
叱
足
な
が
ら
、
海

逗
史
書
で
こ
の
史
実
に
触
れ
た
も
の
は
少
な
い
。

キ
時
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
よ
る
と
、
和
戸
出
航
は

行
月
３
Ｈ
と
１８
日
の
に
■
。
兆
隆
到
本
は
７
日
と
２２

Ｈ
の
午

―１１
。
４
油
５
日
の
肺
旅
だ

っ
た
。
神
戸
～
基

睦
の
片
道
運
賃
は
上
等
３０
円
、
中
等
刻
円
、
下
等
１２

円
。
食
事
代

（和
食
）
込
み
で
あ
る
。

翠
年
８
月
の

一旅
行
案
内
」
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

食
■
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
技
後
の
部
分
は
、
現
代

の
ク
ル
ー
ズ
船
に
も
適
用
す
る
記
述
だ
。

「横
演
九
は
美
麗
快
述
の
汽
怖
に
し
て

（略
）
会
談

室
、
喫
煙
室
に
は
碁
　
将
根
　
骨
牌
　
米
器
其
他
の

遊
戯
共

来
小
く
術
は
り
、船
行
を
し
て
身
の
瞬
旅
（旅

の
こ
と
）
に
在
る
を
忘
れ
し
む
。
な
し

一
体
の
洒
に

船
鬱
を
散
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
和
洋
の
美
酒
声
に
応
じ

て
現
は
る
べ
く
、
文
筆

・
紙
　
曇

・
郵
便
切
手
　
端

書
の
備

へ
あ
れ
ば
、
航
海
中
の
娯
楽
を
片
紙
に
記
し

て
船
中
の
郵
他
問
に
投
ぜ
ば
、
家
郷

へ
の
此
■
な
き

贈
物
な
る
べ
し
。
（略
）

船
中
の
食
事
は
美
味
滋
養
を
主
と
し
、
食
堂
に
は

各
国
の
人
相
集

い
、
古
今
東
西
の
珍
談
佳
話
湧
く
が

如
く
、
興
味
油
然

（体
ん
）
と
し
て
尽
き
ず
．
然
れ

ど
も
食
事
は

一
の
礼
と
す
る
な
れ
ば
、
挙
止
前
粛
、

服
装
清
潔
、
諸
事
温
雅
な
ら
ん
と
を
要
す
。
」

最
後
に

「被
演
九
」
の
船
歴
を
紹
介
し
て
お
こ
う
．）

同
船
は
三
菱
会
社
が
英
国
に
発
注
し
て
建
造
し
た
汽

船

（鋼
鉄
交
造
肺
）
で
、
輸
入
中
市
船
で
構
成
さ
れ

た
一
凌
怖
隊
で
は
唯

一
の
新
辻
船
で
あ
る
。

１
８
８
４

（明
治
１７
）
年
８
月
横
浜
に
回
着
。
面

館

へ
１
往
復
し
た
の
ち
、
１０
月
か
ら
横
浜
～
上
海
線

（神
戸
、
下
関
、
長
崎
寄
港
）
に
就
航
し
た
，
翌
年

日
本
郊
船
の
設
立
に
伴
い
同
社
に
移
符
。
引
き
統
さ

同
航
降
に
就
航
し
た
。
Ｈ
汁
戦
争
後
は
前
述
の
よ
う

に
台
湾
直
航
線
で
稼
働
。
そ
の
後
、
イーーー
戸
～
門
司
～

上
海
線
に
就
い
た
が
、
１
９
１
０

（明
治
４３
）
年
解

体
の
た
め
大
阪
の
米
者
に
売
却
さ
れ
た
。
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